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まちの主役は私たち市民です。

その一人ひとりが、互いに人権

を尊重し合い、最も身近な家族は

もとより、生まれ育った地域社会

や郷土、さらには、自然や人類へ

の深い愛情を持ちながら、日々健

康でいきいきと心豊かに暮らせる

ことが市民生活の理想です。

また、一一万では、かけがえのな

い地球環境を守り次代へ引き継ぐ

ため、環境に負荷をかけない生活

へと転換していくことが、今を生

きる私たちの責務でもあります。

これからは、このような市民生

活の実現に向けて、私たち1-人ひ

とりが、自らの役割を自覚し,義

任を果たしながら、まちづくりを

進めることが必要です。

そこで、本市では、 「人にやさ

しく、地球にやさしい」を基本理

念として、日々の暮らしの中で、

このまちに生まれ、このまちに住む、

そのしあわせを実感できる「よか

ひと、よかまち、よかくらし」づ

くりを、市民総参加で進めます。

趣貫首富璽・輝姿
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▽豊かな人間関係を保つ

▽美しいものに感動できる

豊かな感性を育
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総
合
防
災
訓
練

熊本市は、明治22年の熊本地震、

昭和28年の白川水害、平成3年の台

風19号等、過去幾多の災害を経験し
てきましたO

これらの災害に対処するため、地

域の防災拠点として市内8カ所の公

園や市民センターに、防災倉庫を設

置し、 18万食の非常食や防災資機材

等の備蓄を行なうとともに、公園内

に飲料水兼用の耐震性貯水槽を設置

していますo

このほか、防災活動の中核拠点と

して総合防災公園を検討しています。

J L

- 1Li`-Elg蝣ォ蝣*,<!別サ29』i止ぷUE;

-

,<蝣I

また、市民の防災意識を高めるた

め、総合防災訓練を実施したり、総

合防災展や市民防災教室の開催等を

行なうと共に、 「自らの身は自らが

守る」を目的に町内自治会を中心と

した自主防災クラブの結成を促進す

るなど、市民と一体となった「災害

に強い安全なまちづくり」を推進し

ていきます。

河川・排水蹟

昭和28年の白川大水害をはじめ、

昭和63年・平成2年・ 7年・ 9年な

ど幾度となく大きな災害を繰り返し

I　　き　　ミ　　　ーち;vォn

∴l

ています。

このような災害に対処するため、

本市では河川の改修や排水距の整備

事業を進めています。

また、浸水被害を防ぐため、各所

に排水機場を建設しています。平成

9年度の春日排水機場の完成に続き、

小山田排水機場等を建設中です。

さらに、雨水処理対策として、各

家庭には雨水浸透手升の設置補助を行

ない、宅地等の開発時には調整池、

透水性舗装、浸透桝等の設置を指導

して流出抑制を図っています。
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市民の自助活動の支援

「自分たちのまちは、自分たちで

守る」という防災の基本コンセプト

をスローガンに市民の自助活動を支

援しながら、自助・互助意識に貫か

れた地域社会の実現を目指していま

すO

また、全国屈指の消防団をより地

域防災の要として位置付けるため、

消防団施設の充実と団員の活動技術

の向上を図ります。

災害防ぎょにおける機動力の強化

地域の防災機能のさらなる強化の

ため、市域にバランスのとれた消防

署所整備計画の策定を進め、より迅

水
の
事
故
に
備
え
て
の
水
難
救
助
訓
練

恒所での事故に備えて

の引揚救助訓練

速に災害対応を図るために、署はコ　寡火災活動と救急出動・救急活勤件数
ントロールセンターとして、出張所

は地域防災の拠点として、機能の充　胤〇0

実を図ります　　　　　　　　　　　17.0〇0

社会構造の変化や科学技術の進歩

に、より的確.迅速に対応するため、 ～.〔JOO

消防装備の充実はもとより職員の意

識改革、消防戦術における新たなる

研究などが必要であり、各種の訓練

研修を通じて知識・技術の向上を図

り、災害防ぎょにおける機動力を強

化します。

また、地方都市として初めて本市
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で第29回全剛肖防救助技術大会が開　霊
催されます。　　　　　　　　　　　　　C

平成6年7隼8年9年.10這

5日思豊101
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健
軍
自
転
車
駐
車
場

交通安全事業

高齢者、児童・生徒等を対象とし

た交通安全教育や、交通指導員によ

る通園.通学路での街豆酎旨導、広報

活動等を行い、交通マナーの向上を

図っていますO

また、見通しの悪い交差点やカー

ブなどに道路反射鏡、足型マーク等

の交通安全施設を設置しています。

自転車対策事業

市内中心部や駅周辺に整理指導員

を配置して,駐輪マナーの指導や整

理業務を行っています。また、放置

禁止区域の指定や放置自転車の移動

・保管業務を行い、更に、自転車駐

車場等、駐輪施設の整備に努めてい
=SF

交通被災救済事業

交通災害共済事業、交通遺児援助

基金制度や交通事故相談所の充実を

図っています。

防犯事業

地域安全活動の推進、盗犯の予防、

少年の非行防止活動の推進等、防犯

意識の高揚を図るとともに、各地区

防犯協会等関係団体への支援協力を

行っています。

"
^

I交通事故発生状融旨数(平成5年-100)　交通災害共測肢舶日豊芸霊宝絹

鵜高齢者(65歳以上)の交通事故年別推移

〃自転車等放置実態調査年別推移
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生涯スポーツの振興

本市では、スポーツを通した「心

豊かな優しいまちづくり」を目指し

生涯スポーツを市民生活の一部とし

て位置づけながら、スポーツ環境の

整備とスポーツ活動の推進を図るた

めの総合的施策を進めています。

スポ-ツ施設等の整備拡充

本市には、市民のスポーツ・レク

リエーション活動の拠点として、公

*',蝣・

園機能を備えた浜緑健康パークや南

部総合スポーツセンターをはじめ、

野球場、競技場、武道場、体育館な

ど多くのスポーツ施設があり、スポ

ーツ活動の拠点として多くの方々に

利用されています。

今後とも、市民一人ひとりが日常

生活の中でいつでも気軽に利用でき

るようなスポーツ施設の整備拡充と

効果的利用の促進に努めていきます。

スポーツ活動の推進

市民総参加の大会から校区内の運

動会や各種スポーツ大会等地域に根

ざしたスポーツ活動の促進はもとよ

り、誰もが気軽に参加できるような

スポ-ツの普及啓発を図るなど、市

民総スポーツ運動の推進に努のてい

ます。
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保健

本格的に進展する少子・高齢化社

会を迎え、長い人生を生きがいのあ

る楽しい人生にするため,これまで

の疾病予防に止まらず一歩進んで積

極的に健康づくりを推進していく必

要があります。疾病の早期発見、早期

治療はもとより.地域ぐるみでの健

康づくりを行う必要があります。

総合的な健康づくりの推進

全ての市民の健康を市政の目標と

して昭和54年に「健康都市」を宣言し、

昭和61年には10月1日を「市民健康

の日」とする条例が制定されましたo

翌62年からは10月を健康づくり

月間として、この期間に講演会や熊

本市民健康フェスティバルなどを開

催しています。地域主体の健康づく

りの支援するたのモデル校区の指定

や健康まつりを開催するなど市民意

識の高揚に努のていますO

また、乳幼児期からの健康的な生

活習慣の確立、ライフステージに応

じた健康教育の実施、食生活改善推

進員活動の助成など総合的な健康づ

くりを推進しています。平成11年に

は健康福祉局に組職を改編し、保健

と福祉の一体的サービスの提供を図

っています。

保健福祉tzンクー

熊本市域を5区域に分けた5保健

福祉センターは、市民の'+:涯を通じ

た健康づくりを支援する専門的技術

的拠点としてきめ細やかな保健サー

ビスの充実を図っています。

また、それぞれに総合相談係と介

護保険係を設置して健康や福祉に関

する相談と在宅生活支援を行ってい

ISJ!

(母子保健)

1歳半検診をはじめとしてこども

の健やかな成長をサポートする各種

事業を推進していますO

(歯科保健)

全身の健康に影響をおよぼすむし

歯や掬周疾患を予防するため口の中

からの健康づくりに努めています。

(栄養改善)

健康づくりの柱のひとつである栄

養に関する相談や教育を通じて健康

的な食生活実践のお手伝いをしてい

iJl

(成人保健)

40歳以上の市民を対象に生活習

健診風景

慣病予防のための基本健康診歪や健

康教育、相談、ねたきり予防のための

機能訓練事業、訪問指導、、ねたきり

者等の歯科健診等に努めていますD

(精神保健福祉)

Jbの健康についての普及啓発、心

の健康相談、精神障害者のふれあい

交流、社会復帰、自立、社会参加の支

援を推進しています。

(結核・エイズ・感染症対策)

結核・エイズ・感染症についての正し

い知識の普及啓発及び発生の予防に

努めています。

熊本市民病院

診積科25科と病床数546床(感染

症6床を含む)を有する地域医療の

拠点病院として、市民の健康を守る

ため積極的に推進していますO

近年の高齢化の進行、疾病構造の

変化、健康への関心の高まりなど、市

民の医療ニーズは一層増大しており、

医療機関への専門化や高度化が求め

られていますC

このような中、多様化した医療ニ

ーズを的確にとらえ、市民が身近な

所で適切な医療が受けられるような

巴l

診療体制を整備しています。一方、保

健福祉分野との連携を有する地域医

療の拠点病院として、市民の健康を

進めて、市民に対する保健・福祉サー

ビスの情報サービスもおこなってい

ます。

特に、ガンや心臓病といった高度・

特殊医療分野については、高度医療

機器を完備し、専門スタッフによる

高度専門医療を行う等、自治体病院

としてその重要な役割を果たしてい

mm

また、救急医療については、二次救

急医療機関として、24時間体制で地

域に密着した救急医療を行っていま

す。

このような医療環境の中、熊本市

民病院では診療機能拡充と診療環境

改善を目的とした研究管理棟建設を

契機に、21世紀へ向けた医療サービ

スを目指し、機能や専門性を発揮で

新設される市民病院研究管理棟パース図(左側の楕)

きる特徴ある病院づくりを推進して

います。

熊本市民病院3つのモットー

1　患者に優しい医療

2　正確な医療

3　譲り合いの医療(チーム医療)

S詣措MO
。R/ミ冒17
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環境基本条例と環境総合計画の推進

今日の環境問題は、私たちの日常

生活が環境に過度の負担をかけてい

ることに起因しており、この解決の

ためには、多方面にわたる行政施策

の展開を図るとともに、事業活動の

あり方や一人ひとりの生活様式など

を大きく見直していかなければなり

ません.

そのため、日酎口63年、全国に先勝け、

頂蓑本市環境基本条例」を制定しましたO

この条例は、環境行政を総合的か

つ計画的に推進していくための基本

となるものですO

さらに、平成4年度には、21世紀に

向けた本市環境行政のマスタープラ

ンとなる「熊本市環境総合計画」を策

定しました。

その計画に基づき、市民の皆様一

人ひとりが、環境へ配慮した行動を

していただくための、また、事業を行

うにあたり、事前に環境へ配慮して

いただくための指針を策定し、様々

な貝体的な施策を展開しています。

環境保全都市宣言

さらに、本ffiでは、水と緑に輝くふ
るさとの環境を保全し次の世代へと

引き継ぐとともに、地球環境問題に

対しても地方から積極的に取り組ん

でいくことを65万市民の誓いとして、

市議会の同意をいただき、平成7年

9月25日「環境保全都市宣言」を行い
ました。
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「水環境の保全」

水は生命の源です。私たち人間は

もとより地球上のあらゆる生物にと

って欠かすことができません。

きれいな川のせせらぎは、私たち

に潤いとやすらぎをあたえてくれて

います。特に、地下水は私たちの毎日

の生活や都市活動、農工業などを支

える重要な資源であり、将来にわた

り守り伝えていかなければならない

貴重な財産でもあります。

このため本市では、市民・事業者の

理解と協力のもとに次のような事業

を展開しています。

「節水型社会の形成」のために

生活用水の全てを地下水でまかな

っており、マスメディアによる広報

活動や啓発イベントの開催とあわせ、

町内自治会や学校と連携した「地下

水教室」を開催するなど、節水意識の

高揚を図っています。

また、ビル・病院・ホテル等で使わ

れる都市活動用水や工業用水につい

ても、水利用の「合理化指導」の中で、

節水・合理化の推進に取り組んでい

ます。

健全な水循環
「水の貿・量の保全」のために

快適な水環境を創るため、河川等

の公共用水域の調査及び工場排水の

監視指導を行っていますoまた、地下

水汚染の未然防止に努め、すでに汚

染された地下水については、早期回

復のため浄化対策を実施しています。

一方、地下水位は、長期的に低下傾

向を示し湧水量も減少傾向にあり、

地下水墨の保全が必要な状況となっ

ていますOそのため、地下水かん養対

策としてのかん毒杯造成事業の推進

や健全な水循環のため、雨水利用施

設の設置等を進めています。また、将

来にわたって良好な水環境を守るた

め地下水位の観測や水質の監視及び

種々の調査・研究を行っています。

更に、広域的な取り組みとして、 「(財)

熊本地下水基金」において、県及び関

係市町村と連携し、森林の保全をは

じめとする地下水の保全事業を行っ

ています。

緑化の推進及び保全

r森の都くまもと」の豊かな縁は、

市民共通の貴重な財産ですoこの財

産を継承し、さらに新しい「森の都」

を創造していく必要がありますC
そこで道路や公園、学校などの公

共地・施設に香りのある木や花を植

栽し、香りの効用を活かした「香り高

い森の都の街づくり」を進めています。

また、市民一人ひとりの緑化意識

の高揚と、家庭緑化の普及・啓発を図

るために生垣設置奨励補助や、結婚・

誕牛・新築の記念樹配布・ツタ苗・花

苗の配布、また、地域の住民の皆さん

と共に植樹を行う緑化市民運動を展

開し、地域の緑化に努めています。

また、市民に親しみの深い「立田山」

を貴重な緑地として残すために県、

巾一体となって公有化を行い、その

中で-立田山憩の森」が開園され、市

民の健康増進や憩いの場として大い

に利用されています。

さらに、市街地に点在する貴重な

縁地を環境保護地区として指定し、

その保全に努めています。
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ごみ処理と減量・リサイクル

本市のごみ処理は、 「減墨.リサ

イクル」に主日艮を置き、循環型社会

の構築を目指し様々な取り組みを行

っています。

平成10年度には古紙類の収集を過

1回に増やし、燃やすごみの収集回

数を減らすなど減量・リサイクルに

重点を置いたごみ出しルールに変更

しました。その結果、平成9年度ま

で増え続けていたごみの量が平成10

年度には32万7千トンと対前年比で

見ると2.9%減少しましたO　また、

昨年度からは生ごみ堆月巴化容器に加

え電動の家庭用生ごみ処理機にも助

成制度を設け、集団回収の助成制度

とあわせ、さらなるごみ減量・リサ

イクルを目指しています。

なお、ごみ減量・リサイクルの総

合啓発施設であるリサイクル情報プ

ラザにおいては、リサイクル体験コ

ーナーや各種講座の開催、フリーマ

ーケットなどさまざまな取り組みを

実施しています。

その他、地球環境を守る観点から

大型ごみとして排出された冷蔵庫・

エアコンからのフロン回収や、環境

美化の観点から散乱ごみ対策として

灰皿付きごみ箱の設置等を実施して

います。産業廃棄物対策としては、

排出事業者や処理業者の適正処理の

推進に努めるとともに、不法投棄巡

視員を配置し不法投棄の未然防止や

監視に努めています。

施設整備では、両部環境工場の施

設の老朽化にともない、新ガイドラ

インにそったダイオキシン対策を含

めた基幹的施設整備を9年度から3

カ年で実施したところです。また、

現在の最終処分場が平成14年度で埋

立が完了すると予想されるため、次

期最終処分場の整備を行っていますO

し尿処理

し尿処押事業については、許可業

者によるし尿の定期収集と浄化槽清

掃を実施し、秋津浄化センター.中

部浄化センターで適JLに処理してお

リ、収集部門、処理部門ともに段階

的な事業規模縮小を図りつつ、適正

化や延命化に努めています。

また、環境問題が社会的にも叫ば

れている今日、公共用水域保全の一

環として、し尿と併せて生活雑排水

が処理できる小型合併処理浄化槽設

置者に補助金を交付し、その普及促

進を図っています。

一方、清潔で明るく使いやすい公

衆トイレ(美純化トイレ)について

も、きめ細かな維持管理を行い好評

を得ています。

KL'MAMO
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今私たちのまわりでは、地球的規

模での環境問題の解決が国際的な課

題となるとともに、身近な環境にお

いても自然環境の積極的な保全や快

適な環境の創造などが強く求められ

ています。

このため、広く環境全般にわたる

施策を展開しています。

公害防止対策の啓発

公害防止対策を円滑に進めていく

ためには、工場・事業場はもちろん

市民の皆様のご理解とご協力が必要

です。

熊本の青い空、きれいな水など良

好な生活環境を守るため、 「アイド

リングストソプ運動」の推進や生活

排水対策重点地域を設定して、浄化

活動に取組んでいます。

公害防止対策の推進

公害防止対策の基本は、未然防止

ですOそこで、工場・事業場の建設

時における事前指導の徹底を図り、

未然防止対策に努めています。

近年の自動車交通に伴う公害防止

対策として熊本都市圏自動車交通ク

リーン推進計画に基づき事業を推進

しています。

また、中小企業の方を対象とした

旗設改善のための公害防止融資資金

制度の活用を積極的に進めています。

環境汚染監視体制の強化

人の健康と密接に結びついている

大気や水質などの状況を迅速、的確

に把握するため、大気測定局の整備

や水質汚濁、願書などの監視体制の

充実を図り、市民が安全で健やかに

過ごせる生活環境の保全に努めてい
ISl

墓地・斎場

本市は、 7ヶ所の市営墓地(園)

と納骨堂1ヶ所を管理し、永眠され

た祖先の安住の地として市民に利用
されています。

また、斎場は、施設の老朽化に伴

う建て替え工事を実施し、近代的で

周辺環境との調和のとれた新斎場が

平成11年4月に開設されました。
生活衛生

近年、食品製造技術の進展や流通

の国際化、施設の近代化、生活様式

の多様化の中で、市民が真にゆとり

と潤いに満ち、豊かさと幸せを実感

できるようなまちづくりが求められ
ていますC

このような状況の中、市民の日常

生活に密着する衣・食・住の全般に

わたって、危害の発生を未然に帆fI

L、快適で安心できる生活を確保す

るため、食品衛生・環境衛生の科学

的監視指導を充実強化し、業界の自

口腹昔　口振動　　口水質汚染□悪臭

□大気汚染□その他

■食中毒の施設別発生状況(件数)
0.3%　0.396

□飲食店　□給食施設□家庭

□旅館　　□仕出屋　□その他

■食中毒事件数・患者数の推移
件数

10

H7C　2 7　　8　　9　10

人数

1 000

主管理体制を支援しますQあわせて、

市民が直画している生活衛生につい

ての問題を市民自ら解決できるよう

に、市民の視点に立った行政サービ

スの展開を行います。

また、環境衛生事業所では、地域

団体の活動と連携して、防疫、ねず

み・衛生害虫の駆除及び除草指導等

を行い、清潔な環境づくりを進め、

健康な市民生活を支える快適な環境

づくりを進めています。
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